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第86号のメニュー

【ごあいさつ】

【アイスブレイキング－初日バージョン】
【おわりに】

▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△

☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

皆さん、こんにちは。Makiです。3月に入り、皆さんの日本語学校でも授業が始まったと思います。いかがですか。皆さんも同じかどうかわかりませんが、私は毎年11月になると、1月が授業のない月なので、待ち遠しくなり、逆に2月の始めには授業がいつ始まるかという気持ちでうずうずしています。おもしろいものですね。

さて、2月には一味違う日本語セミナーを行い、日本語教育関係の教材を紹介しました。当日は｢DVDで学ぶ日本語　エリンが挑戦！にほんごできます｣は購入注文を受け付け、｢こんなときどうする？　ブラジルで日本語を教える人の質問70｣はアリアンサ出版社が販売しました。多くの先生方に1冊以上注文したり、購入したりしていただいたので、とてもうれしく感じました。また、上記の本をご入手なさりたい方がいらっしゃいましたら、今号の【おわりに】にその方法を書いておきましたので、どうぞお読みください。
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私は毎年最初の授業は緊張して教室に入ります。｢どんな学生がいるのか｣、｢学生たちは授業についてこられるのか｣などと考えながら教室の前に立ちます。学生側でも｢先生はどんな人なのか｣、｢今学期の授業の内容は難しいかな｣などと同じような緊張感を持ってクラスで座っていると思います。

そして、初日はまず自己紹介をしてもらいますが、そのままストレートにしますと、学生は緊張したまま、カチコチになっています。そういった重い空気をとかすのに有効なのが｢アイスブレイキング｣です。

｢アイスブレイキング｣とは初対面の人たちの心に張った氷を壊すという意味があって、その場の雰囲気を和ませ、お互いのことを少し知ることができる活動のことです。

今日は授業の初日に使用できる｢アイスブレイキング｣を紹介したいと思います。今回の活動紹介のため、同僚にもどんなことをしているのかを聞き、アイディアをご提供いただきました。ありがとうございます！！！最初の4つは成人向けの活動で、最後の1つは以前子どもに教えていたときに行なっていたゲームです。それでは、見てみましょう。
1 「インタビュー」

学習を始めて間もないクラスで習った質問を集めて学生たちにインタビューさせる活動です。

まず学生たちはペアを組みます。教師は｢お名前は？｣｢どこに住んでいますか｣｢何で学校へ来ますか｣のような学生たちが既に習った質問を用意してお互いにインタビューさせます。ある程度の時間を与えた後、各ペアに相手の紹介をさせます。

②　～だと思います｣

｢～だと思います｣を学習したクラスの復習を兼ねた自己紹介活動です。

まず学生Aが自己紹介します。それから学生Aは学生Bを見て、｢Bさんは～だと思います｣と学生Bの印象について述べます。学生Bはそれについて｢はい｣か｢いいえ｣と答えます。それから学生Bは自己紹介をし、学生Cの印象について述べていく活動です。

③　｢～だそうです｣

｢～だそうです｣を学習したクラスの復習を兼ねた自己紹介活動です。

まず教師が自己紹介をして、その後に何か好きなものを言います。次に端に座っている学生Aに先生を｢～だそうです｣を使って紹介するように指示し、｢この人(方)は○○先生です。××が好きだそうです。｣と言わせます。それから学生Aは自己紹介し、好きなものを一つ言います。その人の隣に座っている人は、先生を指して、学生Aと同じように紹介し、その次に学生Aを紹介し、最後に自己紹介をします。このように｢～だそうです｣の練習しながら自己紹介ごとに他の人の紹介が徐々に増えていくという活動です。

④　｢なりきり自己紹介｣

これは、このメルマガの第3号に紹介され、クラスの学生たちがもう顔なじみの人たちの場合、使用できる活動です。自分ではなく有名人になりきってインタビューを受けたりしたりする活動です。この活動の詳しいやり方は下記のページをご覧ください。

http://www.fjsp.org.br/lingua/Merumaga/meru03JP.doc
⑤ねことねずみ

これは、日本語学校に入ってきた子どもたちにクラスの一員であることを感じさせるためのゲームで、少しスペースが必要な活動です。

まずクラスを2つのグループに分けます。このとき、新しい生徒たちが1つのグループに固まらないように気をつけます。一つのグループは｢ねこ｣グループでもう一つは｢ねずみ｣グループと名づけます。ねことは何か、ねずみとは何かを確認します。

両グループが列になって横に並び、相手のグループのメンバーと向き合います。両グループとも1メートルぐらい後ろへ下がり、教師は両側にチョークなどで床にA線を引きます。各グループはその線の後ろに立たなければなりません。その両側の線からさらに3メートルぐらい後ろにB線を引き、各グループのセーフ・エリアを作ります。

まず各グループをA線に立たせます。教師はその2列の間の端に立ち、｢ね、ね、ね、ねこ!｣と言います。そう言ったとき、ねこグループはねずみグループを追いかけ、ねずみグループはセーフ・エリアに逃げます。逆に教師が｢｢ね、ね、ね、ねずみ!｣と言ったときは、ねずみがねこを追いかけ、ねこはセーフ･エリアに逃げます。捕まった人たちはゲームからぬけて、最後までメンバーが残ったグループが勝ちます。

教師は｢ねこ｣｢ねずみ｣の他、｢ねぎ｣｢ねえさん｣｢ネグリジェ｣など｢ね｣で始まることばを言ったりして生徒たちが注意して聞いているかを試します。

いつ追いかけて、いつ追いかけられるのか先生が言うまでわからないスリリングで体を使ったゲームなので、生徒たちはとても喜ぶ活動です。

この他にもおもしろくて楽しい活動がたくさんあると思いますが、皆さんは初日にどのような活動を行なっていますか。学生は気が張っていると習得しにくくなるので、まずリラックスさせてから新しい情報をインプットすることが大切だといわれております。したがって、クラスの雰囲気を和ませながら、学生たちの心の氷を溶かしましょう。
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【ごあいさつ】で、日本語セミナーで日本語教育関係の教材の入手方法について述べました。両教材は毎日の授業に役に立ちそうなものなので、時間的な問題や距離的の都合でセミナーにいらっしゃれなかった方にもその教材の入手方法をお伝えいたしたく、メルマガに載せることにしました。下記の通りです。

｢こんなときどうする？　ブラジルで日本語を教える人の質問70｣

著者:　遠藤クリスチーナ麻樹、三浦多佳史、武藤祥子、モラレス･松原礼子、吉川･一甲真由美エジナ

発行社:　日伯文化連盟

発行年:　2008年2月

この本は日伯文化連盟かブラジル日本語センターに問い合わせをしてご購入できます。

日伯文化連盟　　www.acbj.com.br　　tel:11-3209-6630

ブラジル日本語センター　　www.cblj.com.br　　tel: 11-5579-6513

｢DVDで学ぶ日本語　エリンが挑戦！にほんごできますvol.1 vol.2 vol. 3｣

著者:　国際交流基金

発行社:　凡人社

発行年:　2007年6月

日本で出版された教材で、以下の入手方法があります。
①サンパウロ市リベルダーデ地区にある書店で注文

日本の本を専門的に扱っている本屋さんが何軒かあるので、そこで注文して購入することができます。

TAKANO　(R. Conselheiro Furtado, 759 Liberdade Tel.: 3209-3313)

FONOMAG　(R. da Glória, 242 Liberdade Tel.: 3104-3399/3329)

TAIYODO　(Pça da Liberdade, 153 Liberdade Tel.: 3207-6367)

CASA ONO　(R. Galvão Bueno, 364 Liberdade Tel.: 3208-9365)

②凡人社のサイトから購入

下記のサイトをアクセスして購入できます。

http://www.bonjinsha.com/
サイトは日本語で書いてあり、支払方法はインターナショナルクレジットカードのみです。

③国際交流基金のプログラムに申し込んで入手

日本語教材寄贈プログラムに応募して日本語教育関係の教材を手に入れることができます。このプログラムの対象は日本語教育機関ですが、総額10万円相当の教科書、視聴覚教材、参考書、辞書、コンピュータ教材、コンピュータ用ソフトウェア等を寄贈します。応募期間は毎年10月から11月までで、応募期間開始のお知らせや申し込みは当センターのサイトで行なわれる予定です。

www.fjsp.org.br
ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

日本語文・ポルトガル語文　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語教師緒役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開しています。
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